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 要 旨   
 ウイスキーはオーク材の樽で熟成される。この間、樽より多くの不揮発性物質（ウイス

キーコンジェナー、WC）がしみ出てくる。本研究では、3 種の抗アレルギー性物質(シリン

グアルデヒド,SA;リオニレシノール,Lyo;エラグ酸,EA)を WC から単離した。SA、Lyo、EA
処理により、細胞内のフリーの Ca2+濃度(［Ca2+］i)の上昇が抑制され、FcεRI 活性化によ

る細胞内の活性酸素種（ROS）生成が抑制された。SA および Lyo による［Ca2+］i上昇の

抑制と細胞内の ROS 生成の阻害はそれぞれ主として NADPH オキシダーゼ活性の阻害、生

成したラジカルのスカベンジングによるものであった。一方、EA は脾臓チロシンキナーゼ

を不活性化し、［Ca2+］i上昇と細胞内の ROS 生成の阻害を導いた。さらに、WC は IgE の

FcεRIα鎖への結合を強く阻害したが、SA、Lyo、EA はこの阻害作用は示さなかった。こ

れらの結果より、WC は複合的なメカニズムによってアレルギー反応を阻害すると示唆され

た。WC、SA、Lyo、EA の in vivo での作用を明らかにするため、これらの化合物をタイプ

I のアレルギーモデルマウスに投与し、受動皮膚アナフィラキシー反応（PCA）を測定した。

これらの化合物は顕著に PCA 反応を抑制した。以上より、WC はアレルギー反応を軽減す

る上で有益であると示唆された。 
 
 
 
 
 

 




